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回 XW@@1 介 


者 部 の 名 称 
部 材 及 び 付属 品 


本 体 の 聞き 方 ・ 
折り た た み 方 法 


設置 上 の 注意 ・ 
タブ レッ トト レー の 
取り 付け 方 法 


歩行 ペル ト の 調和 方法 


シリ コン オイ ル の 
仁 布 に つい て 


安全 に ご 使用 し て いた だ く た め に リッ フ セン リー 全 BO8 
取 投 閲 明 前 を よく お 謎 みい た だ さ 、 内 容 を 十分 理解 され た 上 で ご 便 用 くだ さい 。 Ed 
9 改良 の た め 、 デ ザイ ン - 寺 を 一 変更 し て いる 場合 が あり ます 。 ご 了承 くだ さい 。 

大 所 の 衝 は 四球 じ ま ず 。 敬 陳 か な ? と 思う 


トレ ー ニ ング に つい て 


PTRTHES 


簡単 近作 早 見 表 


近 ・ 員 可 


IMAGE に KT 


人 本 製品 の ご 使用 は 、 注 意 を 起 る と 大 変 危険 で す ! 


案 で 行う トレ ー ニ ング は 、 ち ょ っ と し た 不 注意 で 大 き な 事故 に つなが り ま す 。 
本 填 に 記載 され て いる 内 容 を 守り 、 自 己 の 貢 任 の も と で トレ ー ニ ング を 行っ て くだ さい 。 


本 は 、 マ グ ネ ッ ト 式 の 安全 革 軒 に より 、 ト レー ニン グ 中 の 予 夫 せめ 生 人 な ど が 発生 し た と さ 、 安 全 キー が 外れ る 
こと で 加 や か に 考 記 を 衝 と し 厚 す る こと が で きま す 。 ト レー ニン グ を 行う と き 、 必 ず 安 全 キー を 守 洲 し て くだ さい 。 

品 は 、 肖 負 和 や 論 気 か ら モ ー タ ー や 電子 如 品 な ど を 保 雇 する た め に 釣 に 電光 を 條 させ る 松 能 が 
つい て いま す 。 予 夫 せ 仏 陸 や 人 対置 が 健 い た と き に は 、 突 誠信 止 する 場合 が あり ます の で 、 ご 使用 の 共 
に は 寄 針 し て も 打 還 し な いよ う 、 必 ず サ イド ハン ドル を 持ち 、 安 全 に 上 まれ る 台 請 の 細 で ご 使用 くだ さい 。 

@ ま た 、 安 全 キー を 外す こと に よっ て 休 止 させ る こと が で きま す の で 、 本 酸 を 使用 する 前 に は 必ず 、 ご 使用 の 
通 友 で 安全 に 休止 で きる こと を 呈 妥 し た 上 で ご 促 用 くだ さい 。 


部 語 が 消耗 し た 状 工 で の ご 使用 は 、 大 誠 際 で す の で お や めく だ さい 。 


主人 ポ タン は ゆっ くり と 控 作 し て くだ さい 人 急 な 押 作 は 失笑 を 偽 め る ば か り で は な く 、 還 大 な 麗 を 引き 
起こ す お それ が あり ます の で お や めく だ さい 。 
お 客 様 の 不 注意 に よる いか な る 了 族 も 、 障 社 と し まし て は 一 切 の 臣 任 を 負い か ね ます の で ご 了 示 く だ さい 。 


人 床 面 保護 マッ ト に つい て 


床 画 保 護 と 際 電 気 に よ る 故 隊 防止 の た め 、 本 機 の 下 に は 
必ず 、 付 属 の マッ ト を 動い て くだ さい 。 


警告 ・ 注 意 


安全 の た め に 、 必 ず お 守り くだ さい 。 


了 負 の 押 告 及 び 注意 内 生 は 、 欠 の 度 合 に よっ て 次 の る 矯 に 分 け で て いま す 。 
計 号 され で いる 内 還 を よく 理 診 し て いた だ さ 、 外 等 に っ た 用法 で 店 検量 行 っ て くだ さい 。 


| 人 きき 告 。 村 ^A まき 


記載 され て いる 内 加 を 守ら な けれ ば 、 死 記 や 信吉 | 品 還 され て いる 注 再 を 守ら な けれ ば 、 け が や 製品 
下 放 が 生じ る 大 際 の ある こと な 示し ます が 詰問 する お それ の ある こと を 示し ます 。 
・ 区 損し た まま で 便 必 し ます と 、 和 人 の 原 加 
に な り ま す 。 
の 及び は 京 事 を 軍 守 され ず に で 各 用 され て 生じ た 、 い か な る 宮 仙 に つき まし て も 、 敵 壮 と し まし て け 、 
一 の 真人 を 負い か ね ます の で ご 了 天 くだ さい また 、 太 時 及び 注意 事 項 に 技 当 する と の れる 電 合 は | 
の 届 ご 信用 は せ ず 、 正 ち に 時 カ ス タマ ー リ ービス 侍 へ お 回 い 合わ せく だ さい 。 


ー ジ た FICCRieg 計 し て 8P ま オー く 3 人 23 がく 


警告 ・ 注 意 事 項 


使用 前 の 警告 事項 


宙 品 は 京 放 司 の ウォ ー キ ング マシ ン で す 。 
学 匠 : ス ポー ツジ ム - 基 務 用 な ど 、 不 特定 多 数 の 
信用 者 に よっ て 使用 され る も の で は ちり ませ ん 
また 、 各 の 潮 用 や 運動 以 外 の 目的 で は 信用 し な 
いで くだ さい 

本 机 品 上行 用 で す ・ 夫 行 用 と し て は 使用 し な 
いで くだ さい 、 

本 富 は 日 本 還 内 で の な お 使い くだ さい 

本 宮 の 作 は 人 方 を 対象 と し て いま す 、 

次 に 質 当 する 方 は 全品 定 用 し な いで くだ さい 
ig を と ら た 

に 当 する 方 は 必ず 共和 の 上 、 ご 用 くだ さい 
Ei きけ て いる 人 、 和 に を て いる 
WI の ぁ る 方 

ES し て いる 、 ま た は 開い の ある な 

・ 呈 の ある 方 

WE な だ に を な 守り 

人 し > っ 年 だ に の お る 

の に の あ る 

・ バ ー ス ルー カ ー な だ 93 を し くり る 
を お は ちり 方 

・ な EE 

(2) な ど り 9 せ 光り あ る 
GOMM の ga 

・ り ワウ マ チ 、 人 な どの 方 


で の や 天仙 など に よら に の お る 万 
凍っ て いる 


すら 9WEg だ の 63 
昌 、kuPn の ある 

De うな どの 人 りら 生 や な どの お る 
・ り ハピ リ テ ー ジ = ン 目 和 で 且 され る 方 


直 以 9 に 身近 存 早 じ て いる と 


本 避 の 作 人 は 昌 大 BOKg で す - 体 箇 が 
Okg を 旋 え る 方 ほ ご 合用 に な ら な いで くだ さい 。 
ご 人 二 中 人 が 大 する お それ が お り 、 画 大 
引き 起こ 原因 に な り ます 。 

本 財 の 軍用 測 久 時 回 は 、 豆 さ O 分 で す 。 
衝動 は お や めく だ さい また 、 
人 用 人 時間 は さ 使用 に な ら な いで くだ さい 。 


ァ 


学生 下 友人 で の 到 に 不 記 を 后 じ て いる 
ke 者 か 5 兄 て そう 頃 じ られ る 方 が 用 さ れる や 
ビリ テー ショ ン で の 日 的 で 人 用 され る 上 人 は 、 民 人 
人) の 方 の 人 光 え の 上 上. 使用 くだ さい 。 ま た 、5 オ 
以下 の 誠 兄 や ペッ ト の いる 王 所 で の トレ 

お PIE 

この 胃 及 び 全書 は 、 大 6 
よう 束 い し ます ・ 且 矢 され た 場合 百 行 は 
お 友 け し か ね る こと が あり ます 


設置 時 の 注意 ・ 警 告 事項 


1 


型 在 大 に わ た り ご 作用 いた だ くだ た め 、 ポ ルト の 
思 ま り 、 ビ ン の し 込み 、 全 (りな どの 名 、 良 、 
また 、 全 て の 過半 拓 に ひび 割れ な ど が な いこ と な 
で 理 く だ さい 。 

朗 叶 了 修 の 臣 入 び 、 和 過 中 は 、 ロ ー ラ ー や 
行 ペ ルト な どの 還 和 分 に 手足 や 堅 の 所 な ど を 
き で 込ま れ な いよ うに ご 注 中 くだ さい 。 

下り の 陣 は 、 ポ ルト 、 テ ッ ト 、 バ イブ な ど に 
手 ど を は ざま な いよ うに さ 基 硬く だ さい 、 ま た 、 
を 還る マッ ト な ど を 如く さい 。 

朗 天 が 完了 する まで は 、 寺 林 フ ラグ を コン セン ト に 
し 込ま な いで くだ さい 。 ま た ホイー ルカ バー を 取り 
付け 及び 取り 外す と き に は 、 必 生 拓 プラ グ を コン 
セン ト か ら い て くだ さい 

思 全 の た め 、 相 還 の 陣 は 必ず 、 東 手 な ど を 所 用 
し て 大 人 2 人 以上 で 行っ て くだ さい 。| 

本 有 品 を で 自分 で 局 ち し く は 、 人 吉 反 部 品 を 
取外し た 状 馬 で 捕 用 され た 場合 、 和 大 を 
8 に す お それ が あり ます の で 和 列 に し な いで くだ さい 。 
本 記 の 破 還 の 了 は 、 使 用 者 が トレ ー ニ ング 中 に 
他 の 吾 負 に 乱れ な いよ うな 所 に 設 還 し 、 可 の 
方 和 は 和 屋 に つい て いけ な い 人 な どの 涯 
婁 所 と し て 2m 上 空け て くだ さい 。 


設 還 に 各 品 が 全て 光っ て いる こと を 、 必 ず 和 
くだ さい 。 も し 闘っ て いな い 更 合 は お 手数 で す が 
時 社 カ スタ マー サー ビス 評 ま で 連絡 くだ さい 。 
飲用 折りたたみ 百 に は 、 選 支那 行 及 び 
サイ ド ハ ン ドル が ロッ クノ ブ で し っ か り と 回 定 され て 
いる こと を ご く だ さい 、 

計 了 表 、 大 き な グ ラコ さや ガタ コ き が な いこ と を 
雪 に ご 民 記 く だ さい ・ 


中 中 
TrA 江 言 とり 呈 況 を 


時 ・ 還 | 


へ 江守 どり 9 きら 人 


警告 ・ 注 意 事項 
電動 機器 の 警告 事項 


3 押下. メト ッ キ ング な ど で る 抽 別 を 使用 に な る 
席 で す の で お や めく だ さい みす 、 ゴ ム ほ の 


本 還 は AC100V 電 源 を 使用 し ます 一 


1 下 和 の 当たる 湯 所 や 江 穫 の 全 い 和 所 、 半 基 只 の | 
近く 、 晴 外 に は 下 軒 し な いで くだ さい - 大 電 - 潮 
人 の 因 に な り ます 。 

3 本 粗 の 分 名 造 は 行わ な いで くだ さい - 倍 や 、 
軸 夫 淡 の 基 に な D ま す 。 牧 理 に つき まして は 、 
ます 失 せ カス タマ ー サ ービス 遍 ま で ご 析 護 くだ さい 、 

3 尾 当 は 1 つ の コン セン ト か ら 版 っ て くだ さい 、 補 の 
記 線 を つなげ た タコ 名 ほお や めく だ さい 。 

4. 人 用 され な いと さや 、 放 が 出 し た と で に は 、 和 
フラグ を コン セン ト か ら 痢 いて くだ さい - 奴 隊 や 、 
務 の 邊 因 に な り ます 

5 コン セン ト か ら 生 当 プラ グ を 希 き 基 し する と さ に は 、 
光 れ た 手 で 触っ た り 、 電 源 コ ー ド を 引っ 振っ た り 
し な いで くだ さい また 区 コード や プラ グ が 信 ん だ り 、 
フラ グ の 基 じ み 組 ん だ 以 豚 の まま で の で 邊 は し な 
いで くだ さい 、 攻 上 や, 康 民 に ちり ます 。 

8 な 后 の 作 0 分 以上 の で 使用 や 、 赤 行 ベ ルト の 
本 に 逆らう よう な ご 臣 用 は お や めく だ さい 相補 を 
仙 め る ば か りか 三光 の 大 夫 に な り ます 。 

本 投写 用 を 中 た する と ぐに は 、 安 全 キ ー を 外し て 
か ら 、 本 休 メ イン スイ ッ チ を 0D、 コ ン セ ント から 電 
フラ ク を 披 い て くだ さい - 使用 する と きも 、 コ ン セ ント に 
フラ グ を 革 し 込ん で が ら 、 本 人 メイ ンズ イッ チ を 入れ 
安全 キー を セッ ト し て くだ さい . 内 還 コ ンピュータ ー の 
誠人 を 防ぐ だめ に 、 こ の 陳 和 は 中 ずっ て くだ さい 

8 科 W1OC 凡 35 上 の 居 加 で は ご 生 用 に がら な 
いで くだ さり: 部分 が 玉 に 作動 し ばく な る お そ 
れ が あり 、 記 な どの 当 化 も 早め ます 、 また 、 補 が 
人 いと モー ター お に か オメ ピー 上 が り ませ ん 。 


使用 中 の 注意 ・ 警 告 事項 


1. ご 貢 剖 に は 、 そ の 部 弄 部 呈 が 守 に 委 定 
され て いる こと を 、 必 ず 陣 衣 し て くだ さい 。 ポ ルト が 
攻 ん で いま す と 、 ご 世 衣 中 に バー ジ が 外れ た りす る 
こと ちあ り 、 重 大 な を 彗 よ す お それ が あり ます 。 

2 本 届 品 へ の 人 きき 込み を 防ぐ た め 。 軍 動員 体 の 
サイ ズ に あっ た 軍記 記 、( め っ た り と 示 洛 の 
あり すぎ る 語 は 赴 け て くだ さい 。) ま た 手提 や 上 の 
所 どの 込み に は 京 し て くだ さい 。 


暫 衝 ( ラ ン ニ ング シュ ー ズ トレ ー ニ ング シュ ー ズ ) を 
は いて ご 信用 くだ さい 軍馬 は か に 公用 され た 
場合 、 足 の を 込み や け か 、 拉 の 質 回 に な り ま ず 。 

2. 素 務 する 砂 、 サ イド ハン ドル に も た れ が か っ た り 、 人 用 
中 に 左右 に 落し くめ する 運動 、 ま た 同 団 の 人 が 
人 用 者 、 反 び 仙 を 挫 し た り 引 いた りす る 行 色 は 、 
人 必 を 怖 な い 琶 大 な 到 を 史 こ すそ れ が わり 
ます の で 決し て し な いで くだ さい - 

5 雪 全 た @、 ピ ン ヤ ポ ー ル ペン な ど を ケッ ト に 入れ た け 、 
に 人 けた まま で の 軍 和 は 和 対 に し ば いで くだ さい 。 

6 ご 他 の 片 に は 、 め ず ロ ッ ク ノブ で 正しく 国定 され て 
お 本村 が ガタ つか な いこ と を さ 量 度 くだ さい 。 

7 ご 作 さ れる 胡 に は 分 な 動い 、 体 を ほ ぐ 
し て くだ さい また 、 字 も 回 答 に 体 を ほぐし て くだ 
さい . い を な り ト レー ニン グ さ れ ま す と 所 を ど に 
人 を 及ぼ す 原 に な り ます 

8 安全 の た め 、 使 用 中 以外 で も 示 行 ベル ト や ロ 
人 分 に を 入れ た り せ ず 、 ま た 年 、 特 に さだ 
お チコ か な いよ うに 分間 し て くだ さい 。 

8 本 訂 た た み 時 [ご 本 」、 び 生生 」 の 
朗 に は 、 ポ ルト 、 パ イプ な ど に 手 、 独 な ど を ほ さ まれ 
な いよ うに で 注 齋 くだ さり 

10. な 和民 は 1 人 用 で す . 回 時 に 8 人 以上 で ご 使用 に な ら 
な いで くだ さい 。 

1 1. 還 は 少し 宮 れ る 宙 放 軍 を 利 寺 し て 行う の が 
委 無 埋 な 補 動 は 入 肉 を 大 め る ほか りか 、 軍 打ち 
人 なく eb ま す 。 

12. 下 眉 の よう な が 出 た と き は 、 軍 中 庄 し て くだ 
さい (めまい 、 ふ ら つき 、 冷 や 江 、 白 、 失 和 、 
下 叶 撮れ 、 移 圧 所 、 け いれ ん 、 時 
人 の 交 み 、 和 所 、 そ の 他界) 

サイ ド ハ ン ドル を 畠 っ て 使用 くだ 


14. 基板 の ウォ ー キ ング マシ ン で す 、 万 一 、 和 用 
中 に パラ ンス を くず し た D、 暫 倒し た 場合 や 人 上 
させる 人 は 、 表 示 メ ー タ ー に 全 い て いる 「 赤 全 キ ー」 を 
で ikO 二 る 、 有 に る 草 か 5 提 れる よう に し て くだ: 


17. 旬 で 上 行 ベ ルト が 生 い た 汰 台 で は 決し て 琶 ら な い 
で くだ SU。 


18. 人 者 の 方 は 小さ な お 子 林 が 本 遇 を 放 具 と し て 
公用 し な いよ う 二 分 ご 注 奄 く だ さい 


警告 ・ 注 意 事 項 


19. 本 所 を ご 人 放 さ れる 半 に は 、 本 品 の 下 や に 
ペル に 込む よう な 泊 が な いこ と を ご 才 有 く だ さい 

0. 秋 ろ 販 き で の 歩行 は 府 で す の で 、 刀 対 に し な いで 
EN 


1 本 品 は 必ず 屋内 で ご 信 色 く だ さい , 必 外人 自記 . ペ ラ 
ンタ や 町下 な どの チリ や ほこ り 、 怒 、 ペ ッ ト の 第 ど が 
多い 志 、 浴 けど 湯 の 共 い 志 、 和 の 近く で は 
人 LUN で くだ さい 、 サ や 全 み 泊り に な ら ま す 。 


2 に の よ 中 


草 上 で は ご 信用 に な ら な いで くだ さい 、 四 に 押 
を 呈 え ます 


3 有 hi に を 時 や な と に 基 つけ な いよ う 、 広 所 で 
お WO くだ さい 

4 人 HP に あ 行 ベルト が 本 信 フ レー ム 衣 人 に 和 れ そう に 
な る 生玉 に っ た 二天 ち に 行 ペル ト を 且 し て 
< 

5 本 製品 を テレ ビ ヤ ラ ジオ の 近く で ご 信用 され ます と 、 
テレ ビ の 本 像 や ラジ オ の 信 に ノイ ズ 【) が 
入り ます . その に は 、 テ レビ ヤラ ジオ 又 は それ ら の 
アン テテ から 艇 れ た 宿所 へ 移動 させ て くだ さい 。 


お 手入れ ・ 保 第 に つい て の 門間 千 事項 


1 人 所 は 全 御 回 で つま すか な いよ うな 場所 に 溝 、 
9 に ひさ い お 子 了 が に 復 る こと の な いよ う 、 必 要 に 
8 じ て 相 な ど を 稼 し て くだ さい . ま た 、 和 日光 が 当たる 
場所 や 湯江 に は 保革 し な いで くだ さい 

2 万. 攻 民 その 人 9 の トラ ブル が し た 更に は 、 お 折 
で も 児 社 カ スタ マー サー ビス ( フ リー ダイ ヤル 
0120-30-25 15) ま で 相 妥 くだ さい 。 

3 胡 基 ご 人 用 に な られ ます と 、 サ ビ や 診 に より 部 
な どの 分化 が る 昌 合 が お り ます 、 お 貢い 上 げ ビ 
より 1 介在 名 で 、 彰 入 日 が に て 友 
で きる 還 全 は 和 有 食 に て 点 栓 サー ビス を 行っ て 
お り ま す の で 、 お 所 に 玩 社 カス タマ ー サ ービス 昌 
まで ご 相 際 くだ さい 。 


林屋 は 折り た た み 保 直す る こと が で きま す が 、 
人 所 は 回 く 水 な 座 の 上 に 調 測 し て くだ さい ・ 
また 、 反 重 な ど で 全 れ る 可能 性 が ご ざい ます の で 、 
本 体 の 財 四 に 人 (お 子 村 ) や ペッ ト が いな いと ころ 、 
そし て 東 座 な どの 陸 物 が な いと ころ に 必ず 保守 し て 
く FSu。 


お 手入れ の 限 に は 必ず 本 体 メイ ンス イッ チ を 切り 、 
守 台 フラ グ を コンセント か ら 状 いて くだ さい 

弄 呈 を 長期 に わた り で 使用 いた だ く た め 、 天 向 に 
洲 h な ど を 計 き と っ て くだ さい . ま た 、 い が 基 ち な い 
婁 は 、 中 員 の うす め 洪 で 計 きど っ て くだ さい 。 
本 局 は 、 法 及び 各 に 本 を 使用 し て いま す 
の で シン ナー 系 や 氷 の 久 剤 で の お 手入れ は 
お は くだ さい 。 

大 塁 され 、 再 び 生 二 さ れる 補 合 は 、 本 面 の 監 人 
及び 基 を 机 灰 の 上 . で 人 用 くだ さい また 、 
胡 基 人 用 され な く と も 、 現 呈 の 池 切 れ 及 び サビ の 
史生 、 行 ベル ト 下 の テッ キ 表 負 に 溝 らい て いる 
シリ コン オイ ル の 東 せな ど が 中 され ので 、 本 書 の 
四 入 び 注音 基 を 旧記 し し ば らく 空 回 し を 行っ て 
乏 が な いこ と を 務め て か ら 、 で 全 用 くだ さい 。 
天保 諾 の た め 、 放 主 する 吉信 は その まま 放置 し な 
いで 、 和 上 衝 体 の 取 り 決め に 潤う て くだ さい 。 


中 時 ・ 中 
TrA 江 計り 主 を 央 | 


警告 ・ 注 意 事項 


画 運 動 前 の 注意 了 [安全 キー】 

歩行 ベル ト の 上 に 乗っ た 

状態 で スタ ー ト し な い 。 は 2 

人 Sg 7 の ドル 2 


右 の ス デップ の 上 に 末 セ て 
スタ ー ト し ます 。 ペ ルト が め っ く ss) 
ち 重 出す の を 礎 頒 し て か ら 、 安全 キー を 装着 する 。 
生 ベルト の 上 に 足 を 涼 せ て 琶 全 キ ー ド 世に 到 り 
eeU。 9 すず もの で す 。 ク リッ プ で 克 の 
責 を 基 せ た 球 に パラ ンス を 衣 す ち た DD 付け て くだ さい 。 
お それ が あり ます の で 、 サ イド 
ハン ドル を し っ か 謀 り 人 に 
を 昌 せ て くだ さい 。 

また 、 誠 で 歩行 ベル ト が 生 い 
NT 


室 
全 
ぁ 
た 
め 
の 
に 
す 
て 
い 
た 
だ 
く 
と 


運動 中 は サイ ド 
ハン ドル を 掘る 。 
ハン ドル を 箇 ら な いで 隔 た 
、 、 生 な ど 、 提 や けが の 

ロッ クノ ブ で 固定 する 。 サイ 人 Eco ます 。 
アサ サイ ド ハン ドル 

ハン ドル が 固定 され て いる こと 

を 了 公 し くだ さい 。 


だ さい 。 


氷 生 ベルト 


必ず 床 画 を 保護 する 付属 の マッ ト を 敷く 
人 と 章 所 に よる 導 財 了 直 の た め 、 本 大 の 下 に は 必 す 
上 を 人 する 付 軸 の マッ ト を 東 い て くだ さい 


裸足 靴下 ・ ス トッ キン グ で 使用 し な い 。 
史 を 大 いて 征 月 し て くだ さい . 近 を か 
に 肖 され た 井 、 足 の 普 を 込み や けが な ど 、 惨 わ 
め 季 和 の に お り ます 。 


男 運 動 中 の 注意 


記 トッ キッ グ 
| で 邊 用 し gu。 

mee 

yam 

oey ゃ P サ 

| 5WoewWoWmcpom。 


小さ な お 子 様 や 
ペッ ト の いる 場所 で 
使用 し な い 。 


発 全 に 停止 する まで 、 
サイ ドル ンド ル か ら 
手 を 離さ な い 。 
で 用 W は 、 み ず サイ ドバンド ル 
を 和 り 、 軍 拉 了 革 も 拓 行 ベル 
ト が 完全 に 條 する まで サイ ド 
ハン ドル を し っ か り 下り 、 ハ ンド ル 
| と 5 wm で eu 


] 走ら な い 。 
本 品 は 上 行 用 で サ 。 


ず 床 面 を 保護 する 付属 の 
マッ ト を 箕 く . 

計画 人 と 和 朱 に よる 放 人 | 
5 上 の た め 、 本 の 下 に は みず 


ロー ラー や 歩行 ルト な ど 
の 回 転 部 分 に 触れ な い 。 


手 呈 や 攻 の な ど を 和信 まな 
いよ うに で 注意 くだ さい 。 


子ども に 角 ら せな い 。 
作品 は 、 本 の 近く 
で か で な 人 を 吉 ば せな いよ 
3 で 生 くだ さい 


中 ・ 中 
TrA 江 半生 加 を 央 


宮部 の 名 称 部 材 及び 付属 品 


想 包 を あけ まし た ら 、 ず 各 剖 品 ・ 付 必 選 が 揃っ て いる こと を で 本 認 くだ さい ・ PREP 


スピ ー カ ー 


サイ ドル ンド ル ロ ッ ク ノ ブ 


サイ ドル ンド ル 


四 歩 行 ベル ト の 経 目 に つい て 
孝行 ベルト の 提 ぎ 上 (店) は 、 多 が 異な り ま す が 、 
雇 欠 で は ざい ませ ん の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 


上 品 は 折り た た むこ と が で きま す 。 グリップ パー 


本 体 を 必 同 、 ま た 折り た た 場合 は 
PB 本 打 の 則 き 方 D た た 方法] を 
才 く だ さい 。 人 


到 人 ロッ クノ ブ ホイ ー ル カバ ー 


EE に HH 論 


上 行 ベ ル ト ト 一覧 束 コード 
ステ ッ プ 
の 


累 湖 フラグ 


タッ ショ ン ラ バー 


が 5 キャ スタ ー 
リア レッ グ 人 用 キ ャ スタ ー 
サイ ズ (人 : W 640 xD1.300 xH1.100 mm 
サイ ズ (WORaW : W 640 xD1.365 xH270mm 
上 行 面 サイ ズ : WS45XD1O0mm 
本 体 所 ( 質 ) : 83.0kg 
通 度 前 箇 峠 : 1.OKmh6.0km/h 
個 衣 朋友 : 約 0 的 1・、 答 (手動 3 邊 ) 
人 7 呈 大 消 才 : ACTDOV(507BOHz) 130W 
主 な 材質: ステ ー ル 、PVC(KCE= 
ABS(⑦ ク リロ ニトリ ルプ タ ジェッ ステ レン 央 人 
付属 品 


で 人 タフ レッ トト レー 
トー 回生 用 ネジ (2 個 ) 1 箇 so、 人 1 理 


本 体 の 開き 方 ・ 折 り た た み 方 法 


で 人 を < 半 ちよ びな が 6 人吉 和 TO 
ロッ クノ を = 后 を と 、 家 5 ロッ ク 着き れ ます 


まま を は ちょ 
上 ロック ンプ] で Wi が 


0g。/ 
まで .* 福 を 誤 こ し ます 久 


記 


9 イド ハン ドル を に 人 し 、 [サイド ハ ンド ル ロ ッ クノ 1 で 
サチ | を ロッ クミ 6 で タイ トバ ント と TE 
= の た ち 。 ロ ッ ク は 
な っ て いま すら で 2 


Py 


0 テイ ドバンド (イド ハ ンド ル ロ ッ クノ) を 中 を と | 
コッタ さむ ます 。 そ のり まま サイ ド ハ ンド ル を 上 た へ し 
リー サイ ドバンド と 


2 


ティ PoFM 


の で を 抽 に 皿 ぐ 圭 し な が ら 、 二 な 人 の [ 寺 
ロラ タプ) る と 、 の ロッタ かま 


ay2 フ テ 

の を めく 9 間 
ッッ ュ 
と ロッ クミ れ も ま で 人 


Fe て た です る 


し っ が 5 な が 
を て て くだ まい 


EEOEKESWeOFFE'3 


人 RYS 衝 


MYH さ ら 生 8ー で テア で NM 


本 癌 設 還 する 上 で 、 い くつ か の 注 聞 項 が お り ます 。 以 下 の 注 大 を 確認 し 、 導 し た 場 抽 で の 


トレ ー ニ ンク を 行っ て くだ さい 。 
次 の よう な 場 打 へ の 設計 は 通 け て くだ さい 。 
床下 が 思い 
性 邊 記入 お 当たる 箇所 。 
誤 多 当 の 場 。 
GEESEM 
朗 人 、 出 男 に スペ ー ス が な く な る 


は 用 者 の 主人 全 ずる た め に 
十分 に 広い 湯 所 を 設け 、 本 体 の 識 、 持 に その 
各 に は 作者 の 生還 に 全 え て 硫 括 の マッ ト 等 を 
を 、 事 陸上 さ れ て いる 導 所 を お びく だ 
さい 

を 使っ て 安全 な トレ ー ニ ング を 行っ て いた だ 
く た め に 、 本 の 放 還 に は 右 届 の スペ ー ス が 必要 で 
了 , こ の スペ ー ス 以上 を 地 作 で きる 害 所 に 設 天 する 
よう E し て くだ さい 


万 一 転 還 し て 臣 D 出 され た どき 可 つか ら な いよ う 、 
前 万 2m に は 還 泊 を 置か な いで くだ さい 。 


行 板 の 下 や 周 較 に 人 や ペッ ト 、 物 が 置い て いな 
いこ と を で 譜 くだ さい 

須 還 する 周 は 、 必 計 、 行 以 げ サ イド ハン ドル 
が ロッ クノ ブ で し っ か り 較 定 さ れ て いる こと を 


か ロッ クノ ブ で 
才 詳 くだ さい ・ 
誠 城 で す 。 

る と き に は 、 あ ず | 
ラー キャ ッ プ 部 ) 


は AC1OOV 人 を 人 放し ます 
本 は みす 切 g コ ン セン ト に つない で くだ さい 。 所 っ た コン セン ト の は 人 のか あり ます 


介 天 は 1 つの コン セン ト か ら 取 っ て くだ さい 。 宿 の 語 納 を つ な げた ダコ 中 記 因 は お や めく だ さい 


9 タブ レッ トレ ー を R ら る に と が で きま す 。 タ ブッ ト トレ ー を | 


トレ ー ニ ング 
メン テ ナ ン ス 
スペ ー ス 


ooomm 


ラフ レット レーemoeioar、 
メー ター キル に タブ レッ を 
SS 


表示 メー ター の 機能 


この 下 メー ター は 時 音夢 肛 ・ カ ロリ ー・D 江 艇 を デジ タル 表示 し 、 時 間 の 日 定 が で きま す 。 


フロ 2 ラム コー ス を 示し ま 、 
レー マル コース 】 ・ Im っ ー ス ] ・ 1 カコ ー ス 1 


EC 
上面 PT の 
Ei 


IN テイ ビタ ン ャ た 
HNPOSTTTT023 


き 呈 /Jv パ タン 1 
mer 1 
Pccrimr 
| EETE22 め ーー 
レー ャ ロー ! Re ビー ド 5P を いま (1 OKm 0 en 
Seesaaer ! 
mmema- | 5 だ KR を 
kdeWapaー xs 誠二 計 計 
PO ! 


OPTYEHZT 


は WE 人 RE ば タン を 短 し テ る と 旧 の 
Eta927097199m 人 ない FT 


し に 
SPXSOG 計 大 ーー 一 こ 出 


| 
| 
| 
| 
0224raRYSEP 和 WM | 
| 
| 
| 
| 
還 0 


IPeehi meweoeWWP み Dr に |[ 


キー セッ ト ti 還 ) 
rrret。 


L 


計 8ー ペ ー メ 当 


は 誠 本 坪 8ー ペ ー メ 当 人 


表示 メー ター の 設定 及び 操作 方 法 


 ( ビ を し まず. た だ [お 5 せ モー ド 1 OF は 、 和 中 ませ か 。 
! 夫 款 を 入れ = す 


5 フラグ を コン マット に し 込 、 全 メイン スイッチ を ON 上 と くだ at 
(ON で H 本 メイン スイッチ お し ゃ すず 


2 安全 キー を セッ ト し ます 
な ー を メー ター で の [キー も oh 
WONGCR 
で キー ゲ な KW です ET 
nu キャ 還 科 2 
で Re キー セット し て CFS 
PTE 
22PrTTDZCT2 


uu 
この 志 ( ネ ル は 入 度 の 間 人 が 行え ます 
お 時 み の 介 や ヲ い 玉屋 に 合わ せ て で 使用 く だ さい 


3 お 知ら せ モー ド と 音量 を 決め る 
We 大 れる と [知ら サモ ー ド 】 FCNG 和 [は 季 で す 


1g5EOWGFPK タ [を 了 と 13 知 ら ミ モー ド JEOFF に Op の ネタ [iu ポタ ン ] を と) に の ら 投 わ の ます 。 
[知ら マモ ー ド を 0FF に し = 3 を 大 くし ます 
IBMi5eoNMOFFf5 ン を 7 と 18 人 5 で モー ド I99N に 9pD=。 っ ge 人 M22e『 と [上 NE のり 還 9 
[知ら ゃ モー ド を 0N に し ォ デ ] (を さく し ます 


Era 


EEOEI PS 


表示 メー ター の 設定 及び 操作 方 法 


ETHZ3THHIE 

レー マル コー ス 1、[ 軸 コ ー ス 1 体言 コー ス ] 5 

ロク ラム 夫 パ タン | で コー ス を 中 、 深 し まず 。 
と 


義行 ベル ト の 上 に 果 っ た 
状 馬 で スタ ー ト させ な いで 
くだ さい 

本 の 


レー マル ューa1| 
| に を 還 で さる コー ス で す 
レー マル コー ス M 補 まし た 。」 
二 和 W コ ー ス 1 
| RW させ た に 人 な コー ス で す 。 
1 Ti ュー スズ 了 定 し まし た 。」 
1 コー ス 1 
NO お 上 上 方 に 時 な コー ス で す 
4 コース し まし た 。」 
= タン を きぐ と に 大 が りら り ます 


レー マル コー スポ タン 】 導 し で くだ さい 


| rl | 
mwsw2>iereE タ マー31 928 


は ターズ トッ プ ボ タン を 宇 し て 志す 人 x 
タート し ます ベル ト ぞ 生き まれ. で くだ きい 光二 間 ECZ3E7 コ 
を で し ュ テ 2 


3 5 人 5 人 し ゃ いた コ 

3 1 人:T1O 肖 し まい! 

3 15 人 ii159 誠 しま し 6 

3 20 人 [30 吉 し まし 
IO です っ で くだ さい 

3 69 人 9 りな く 全 上 し まず. で 拓く だ さい 。 

330 上 し ます - お 結 か で し た 


OCZ 
LeismorIammprao1 で aha 
CSEC 


コー スタン 1 を し て くだ さい 
] TrTEll コー メド he た カマ ダイ エト を 


DCHPPPHDD ジ ウ 記 3 


ば ター スト ッ プ タン を 宇 し て 宮 を し ま ンー 


は ター ト し ます ペル Kg きま すごく だ さい に 


SEMS か で ARC= テ 
2 Cima し きす どき Ca 
mr く 2 し た すごく 
PIECESTTOECRTYRNN 
So WE し キー レト に - ト Sigrme1o み mLcar* を 

ェ フ ロ Z っ 4 にょ eneswwwlgymwpiwh ァ | 症 32SEPoWm ス Ph が 2 に Wu 

HH 39 に PR 


EE で TSET' 


交配 生 坪 ら ー ペ ー メ 当 和 


表示 メー ター の 設定 及び 操作 方 法 


(は W 央 を し ま チ 。 た だ いし 【 お 革 ら せ モー ド 1OFF ロ は 、 上 ませ ん 。 


人 9 カコ ー ス WWWO 上 を 時に で 
PSP 
ie で 
は ター ドス トッ プ ポ タン 人 し て 寺 を ます セー 
9 スタート し = ペル ト 9 内 きす. で きく だ SU 
を で し ます 
9 まや どく 宮 呈 し まれ . で 注ぐ だ さい 
4 時 | ま も な く 沈ま す . で 注 時 くだ さい 
6 人 の 人 「 キ なく 人 ます 、 ご くだ さい | 


ビード tie 7cLm 天 | 


930 人 9 し ます で し た 5 か Rn ロメ ピーH3 人 Fo に S し ネイ 。 


ミラ ログ テム に る 和泊 は ピー ド か gp4 半 WE に 8 
に よる 草間 夫 れ ま せ か ラン スレ 


人 [3 ボタン] で メ ピー ド の 
を ii う こと "で きす 人 き 重 
9 出生 作 」 の コー ス を 送っ きど (で で 
じい 内 ヨブ ログ ラル コ ー ス の 周 上 に 
つて 昌 E1.OKmy ト 時 字 8.9 
mn で 間 で きだ ない 層 朋 が ち り ます 。 | こと がり ます の おい CS 
ae テイ ド C し > て くい | 
EPC 
PP PyEToccman 


を に る 呈 人 は 方 が お りす 。 
ラー トト z プ 2] を と 委 上 し ます 
EC ます.GWCsu、」 へ 半生 
生生 ー を は テ す と 生じ ま す 。 | MamWwyscEcg、 ク リッ テ 旧 5 だ ウサ た 
で TCSmcrtsu」 = キー1 の 0 を DP | キー1% 和 し て く Ra 


球 回 | rojc な re と 側 し ま す 


| ラー ル ダ ウ ン ポ タン | を ポテ と 

1 人 9 軸 で 人 々 に 江 を さげ な かう 之 を 終了 し ます 
3 1 分 [まもなく 池 球 し ま す ・ で は 黒く だ さい 
介し ます 。 お 下 れ 全 で し た 、」 

ーッ シ で N、a で WCeS9eE5xI を で 


ぐり 5 ト し て いな いと で に は 、 下 カロ リー の 和 人 は 硬 を され 、 皇 スタート の 用 人 し と いる 王 か ら 池 抽 され て いで ます 、 
(トレー ニンフ コー ズ を し て 由 ス ター ト し た 電 合 に は 、 馬 回 は リセ ッ ト さ れ 「30 0D1 に 戻り ます 。) 


で NpmrOto2owWCG ち 73 と りら ト さ 5 に Eo 
ICP 


キ 
プ ご 人 用 
メー ターG「 代 を キー」 を 殺人 メイ ンス イッ テ を GFTJ に し て 電 療 プラ ク を コンセント りら 導 ます 。 


傾 縦 角度 の 調節 方 法 ・ ご 使用 前 の 確認 ・ 移 動 方 法 


皿 歩行 過度 の 調節 (3 邊 ) 


テッ キ を し 持ち 上 げた 状 台 で 、 開 を 行い ます 。 し La 


の 開 委 は リア レッ グ を | 
旧 販 させ て 、 委 し ます 


IM 
+ 
Ca 


(本 生 ベ ルト の 電 

馬 ご 人 用 と よっ て ペル ト が た る ん で 
いる 加 能 人 が あり ます みず べ ル ト が た る | 
ん で なこ と を ご 竹 有 く だ さい 
az 

人 moeweoto 
TOKEIP3 
BNEHYTFOKH 


ez 
als 
RS 


KCTbrZEPy2】 

「 ス ター トノ スト ッ プ パタン] を 守 し た と で や | 
[区 キー」 を 外し た と き に どの 時 還 で | 
まる の か を ど 本 月 に ご 生 恥 く だ さい 
で ター トン メト ッ フォ タン を した 


(ロッ ク ブ ブ の 確 ) 

で 有馬 に は 、 必 [サイ ド 
バンド ル ロ ッ ク ノ ブ 」 と [ 計 
ロッ クン フリ が 還 さ れ て 3。 
イド ハン ドル は 二 が 、 
大 きく ガタ つか な いて と を 
で 革 攻 くだ 


PE の 


で 、 休 寺 が 定 され て いる こと を 在 脱し て か ら 、 ロ ー 
し て 国 し て くだ さい 。 生生 謀 に 床 が キズ つか な いよ う ご 注 訪 く だ さい 


本 放 に は 、 導 キ ャ スタ ー と 本 用 キャ スタ ー の 2 用 てい ます 。 


[生井] 5 
ロー ラー キャ ッ プ を し っ か り 還 り 、 て ララ 
ゆっ くり と 医 の よ うに な 宮 を し 
か ら 各 動じ て くだ さい 。 
TL 
マト 
] 


PPT 


遇 WPmowai 

二手 で ロー ラー キャ ッ プ 、 も う 
一 方 の 手 で 休 支 守 を し っ 
か り 環 り 、 め っ くり と 攻 の よ 
うに 個 け て か ら 左 に 各 和 
し て くだ さい 。 


1 2 


キャ スタ ー に よっ て 
RDGTT 


Fr ス ターW き ロー ラー キップ (人 を し っ ちら 5、 | る マッ ト どど と で いそ の よ を 


は DLr く Eat 
eeome 


FV と CE 


リー キャップ や 去り 、 


た 定 


(wmmra 


Fri ロー ラー キャ ッ プ を し っ がり 還 り 、 め っ くり と を に 吾 か ら 、Pgl 和 の 四方 0 手 販 に 上 昌 し く だ さい 。 


PRTRTFEER DI 
部 半 屋 選 ら 光 人 


ESEL に ke た 


歩行 ベル ト の 調節 方 法 


作動 外 の 記 が 発生 し た 場合 、 ベ ルト の 上 吾 り や ベル ト の 時 が 折れ て いる 電信 が あり ます 
その と きじ 下 力 の よう に 本体 訪 に ある ペル ト 生 ポル ト を 人 過 具 で 回 し て 、 ペ ルト の 生 加 り を 末 且 し で くだ さい 


ズル ト が に 苦 る 旧 人 | ベルト が に る 介 合 | | ベル ト が た る ん で いる 洛 | ぐ JU ト かり 半 ぎ で いる 


と /】 


[4 


EDR CE ETCTPWD MEETTTMT 


ベル ト の 交 は 空 回 し を 行い 、 ベ ルト が 安定 し て 


/ 全 遇 い | /( 右 思い EROEEwSSN 
MHDhW3WE、 有 くり の を 


csmesvcae の 行っ て くだ さい 。 


な ベル ト 宮 は 、 ベ ルト 人 人 が 提 めし 
より っ FR で 、 ベ ルト の ほど の 滞っ キル トピ 和 3em 
EYEVPPTYTE 
= ピッ と 拓 9 ぎ る と ベルト の 二 ち る ば りか 
LO 全 に も な りす の て ご 和 くだ 


還 ベル ト の 妹 ぎ 目 に つい て Cs 
歩行 ベル ト の 細 目 (接着 面 ) は 、 色 が 供 な り ま す が 、 の 
上 用 で は ご ざい ませ ん の で 、 あ ら か じ め ご 了 示 くだ さい 、 MCP et 


PF なむ ど 和 し て くだ GU 
ベト てい 3 で は で す の で: 更生 っ て ひら 軸 ルト を し てく だ さい 
re の のど 、 み 所 で 人 の マ ッ ト を いて っ て くだ さい 。 


ET と 人 は 江 に デリート で 癌 に で き て い キ アベ ルト お っ た まま の な びに あし く 人 れる 
に お ビ くだ さい 上 は の 間 田 と どり ます 


PF F'sc ホ イー ル 宮 や ロー ラー に は 人 ら G い で くだ さい 人 きき 和 ま れる お それ が ちり 、 大 で オー 
ベル ト は 所 で す 。 交 用 パー ツ ( 和 ) は 人 ト 操 に そお 取り き せ で きま チー 


上 了 べ ルト の 同人 は 、P1 4 本 の 内 邊 と 、P1B『 シ リコ ン オ イル の 二 生 に つい て を 人 后 し で くだ さい 


シリ コン オイ ル の 塗布 に つい て 


二 べ ルト の 回 較 くだ っ て くる と 、 モ ー タ ー へ の 仙 揚 が 大 きく な り 、 モ ー タ ー の 吉 旨 ・ 導 司 - ヒ ュー ズ 切 れ な どの 
に ig り ま す - 剖 有 を 防 上 する た め に 、 以 下 の 手順 で ペル ト の 回 四 ( り ) の 認 ・ メ ン テ ナ ンス を 行っ て くだ さい 


※ シ リコ ン オイ ル 、 シ リコ ンス プレ ー は お 近く の ホー ムセン ター な ど で 市 販 さ れ て いま す 。 


環 作 業 1 

っ て い 人 いと べ 、 人 が る と 
人 に ベル ト の 貼り く な る こと は 

いで Po 

を っ た で 、 信 力 で ベ ルト e 四 し て | 

みて くだ Eu 四則 人 ビビ 、 

ズル ト の 洒 く な っ て いす 


2 相 ceeer 1 
人 129 
ST | 1 


egok 


を PF を し た に 


PDF で 3 

で 9 を SEP) 

放 作 業 確認 作業 9 

AM ト 下 の デンキ の 理生 り 陸 く た め に 、 シ リコ ン | | 天 を 切っ た 状 和 で 
チイ を っ て ください Aw ペ ト を し 、 ペ ルト 


の imp) wan て 
CCC くだ Su。/ 


で シリ コン オイ し 革 方 
を KEN を と し 和 05 よ シリコン 
TS 
條 CRDHHPCERN 


pemnok |/ 


em っ て et で 5 
で えッ 人 き に 
27TPTTGTT) 


人 


還 シ リコ ン オ イル の 塗布 に つい て の 注意 点 


リコ ン オ イル は 、 沙 行 ペ ルト 下 の デ ッ キ 表面 の 上 を 取り 秦 き 、 モ ー タ ー ド 負 二 を か け な い よう に する た め に | 
計り ます 。 


時 に は シリ コン オイ ル は 布 さ れ て いま す 。 つ の 和 から シリ コン ナイル を する 攻 は ご ざい 
ませ 


っ シリ コン オイ ル の は 、4ー8 ヶ 月 和宏 
シリ コン オイ ル の 下り 週 に も さ 注 訪 くだ さい 。 ご ご シリ コン イル を に 生れ る と 、 屋 縛 ク イミ ング 


べ ル トト まで オイ ル 和 し 、 ペ ルト の 9 な と 、 富 の 
ED ます 


1 


COraBSSNNVUc 


Br 列 一 まさ せい こさ 


Wa 


クリ ッ フ セン サー は 、 手 の ひら が 放 提 し て いた り 、 汗 な ど で 
肖 れ て いる 場合 、 正 し く 刑 定 で き な い 岳 合 が ざいます 


手のひら が 澤 れ て いる 旭 人 
タオル な ど で 汗 を し っ わ 肖 各 っ て から 測定 し て くだ さい 
手のひら が 電 し て いる 場合 
澤 ロ タオ ル な ど で 手 を し 当ら せ て か ちら 下 し て くだ さい 。 
還 グ リッ プ セ ン サ ー は 両手 で 握る 
クリップ セン リー は 反 手 で は 測定 で きま せん 

"中行 が 呈 く な い 以 で は 、 租 の 上 名 に よる 変化 な た め に 語 み 取れ な 昌信 が あり ます 、 そ の 場合 に は 、 中 を 
幅 く し て か 測定 を し て くだ さい 。 

ぐに の 示 メ ー タ ー は 、 共 癌 で は お り ませ ん - 胡 示 メ ー タ ー 上 の 郊 蛋 はお くま で 補正 訟 と し て 使用 くだ さい 


本 を 誠に わた り ご 使用 いた だ く た め 、 下 的 に お 手入れ くだ さい 。 
還 上 Anohmc5、 ウ ァ メ イン イッ チ を 6、 人 ラグ を コン ャ ント か ら 補 いて くだ さい 


が ち な い 場合 呈 間 て 反 き と っ て くだ さい 。 
の べら Fo テ > に FE が 叶 され そい ます の で 、 軸 に な ど 宮上 し な いで くだ さい 。 


計 ホイ ー ル カバー 内 : 更 い た 科 ら か い 布 な ど で ほ どり を 取り 除い て くだ さい 。 


Cm イー ル (ー 和 は 、 べ ルト の に よっ て い 込ま た は どり が まり 、 間 合 に よっ て は の 簡 に びり ます 
1 本 ホイール の 上 、 内 和 の ほこ りり 計 い くだ さい 。 


ホイ ー ル カバ ー の 同 け 方 


1 ネ 代 メイ ンス イッ テキ (の 9、 ホイ ー ん わが ーー 定 じ いる | 
ヨプ ラク を コン セン ト か 5 ネジ ( ワ = を 5 で 
FT21ST ホイール が を WO し て くだ 

さい こち を WD 人 い は 、 
Pm ィ ー ル カー を 
で の ネン W 電 の て くだ で い 。 


rpm ホィール カバ ー 和 の 上 和 モ ー タ ー や 折 ) 況 なっ て いま サー 
ポイ ー ル カー を ける は 、 電 聞 ブ ラグ 近 き 、1 半 上 結 っ て が 5 ホイー ルカ パー を 還 り で くだ さい 


故障 か な ? と 思う 前 に 


琶 隔 か な ? と 思う 便 に 下記 の 日 を 一 臣 デ ャ ッ ク し て くだ さい 。 


視 状 チェ ッ ク 箇 所 


| で” べ UNO2aa ロ な wohtrk な ze な 由衣 し て くだ さい 。 
光生 ペ ルト の 有 和 を し て くだ さい 。(P15[ 人 あ 生 ペル ト の 時) 


くべ Pa Cp ベ phomD を し て くだ さい -(P15「 二 MO の 凡 ]@ 


で CUR0 ス リ 2 る ベル ト を っ て くさい 、(P15[ 二 ペル ト の 半 ] き ) 
! の カーズ 林 ち 人 上 全 ベ ル ト 下 の デッキ 春画 に シリ コン オイ ル ( シ リコ ンス ブレー を 時 し て くだ さい 。 
(PT9「 シ リコ ンチ イル の に つい て | 
シリ コッ ナイル 、 ジ リコ ンス フレ ー は お 党 く の mー ム ンタ ー な ど で 設 さ れ て いま 


の ネジ ロ 衝 有 し て くだ さい 
人 べ P ト の 則り を 且 し て くだ さい 。(P15T 人 ベルト の 過 」 和 時 


に メイ ンス イッ チ を 5、 机 ON に し 、 直 め の 半 を 行 っ で くだ さい 
に |ーーーー」 と い 3 未だ. 全 キー て いる 、 ま た は 
5A と ヤッ ト され て いな い 計 で す の で 安全 キー を セット し な お し て くだ さい 。 


で fcNL て SC 和 人 チ を fW 陸 し て くだ さい 
CH CN タン を し っ か ら 蘭 し と いま すか 


* ド ター55fum ご +ez イ ンス イッ チ BON に な っ て いま す な 2 aaa イッ ュ イッ テ 
人 キー は F し く セ ッ ト さ n て いす 
コン キン ト の し を 二 し て くだ さい 
攻 手 を 和え て いま せん 7P1 1 3 の 作ら ラー くだ さい 


で ピー ド FEBf Yiru と モー ター が る = で スピ ー ド ar 
を 上 て で 尼 用 くだ さい 


デュ ッ ク を っ て も 守ら な い 旨 人 、 ま た は その 他 の 半生 し た 滞 に は 、 お 宇和 で すか 区 カス タマ ー ブ ービス 計 ま で 
=rAX で その が 捕え で くだ さい その 計上 の 夫 ポイ ント を 抽 さ て 全く 電 お あめ りす で 伺い し ます 。 


ETSTET 3 


トレ ー ニ ング に つい て 


アル イン コ フ ィ ッ ト ネ ス 旨 震 を よ 交 良く ・ 交 時 的 に ご 年 用 いた だ く た め に 適し た 運動 方法 紹介 し まず 
半 動 する 方 の 体 カ 年 、 連 経験 な ど に は 同人 差 が あり 、 革 各 動 し て いな い 太 が 急 に 人 荷 の 放 い 連動 を 
する と 心 展 な ど に 人 久 揚 を か け 、 大 変人 原 で す の で 無理 を せ ず 、 マ イペ ー ス に 行い まし よう 


ーー ウォ ー ム アッ フケ カ の = 
ロ の 5 0 
動 ママ 
の 2402aa の BK56. 
機器 を 使っ た 運動 な ど 
マ 
多 e 必 つき を リウ ックス 
スト レッ チ させ て くれ ます 。 


これ か 運動 を 多め る 方 ・ 久 し 記 り に 運動 を する 方 は 、 通 … 上 取 は 選 2 回 か 運動 を 始め 、 
ウォ ー ム アッ プ か ら ク ー ル ダウ ン ま で 20 一 40 分 を 目 尿 に し まし ょ う 。 


ウォ ー ム アッ プ と クー ル ダ ウ ン 
スト レッ チ 例 運動 前 條 に 必ず 行っ て くだ さい 。 


O 肝 の スト レッ チ 
因 ろ 定 の か か と を 
麻 に 押し て いく 。 


展 の スト レッ チ 
を 手 で 反 


10 ロー リン グ す る 、 


体側 の スト レッ チ ざさ 
お アコ を aluc 3 を っ p み 
mLz3・ に る を 人 せ る 、 


クー ル ダ ウ ン の 記法 は 様々 で す が 、 上 記 ス トレ ッ チ の 他 バ イク な ら 可 い 仙 待 で ゆっ くり 5 一 10 分 選 区 け 、 ウ ォ ー カ ー 
な 5 ゆっ くり と 沙 く 理 度 で 同じ く 5 0 分 続け て くだ さい 。 


メイ ン エ クサ サイ ズ 


JEumNvli- で テ | 


有 夢 載 = し っ か り 評 唄 を し て 開 素 を 体内 に 取り 入れ な が ら ゆ っ くり く 連動 する こと 


目 0 (1 信人 地 (ダイ エッ ト ) 目 人 9@ 衝 の 向上 


より 良い 効果 を 各 る に は 、 個 々 の 正 的 に 合わ せ た 正 し い 運 生 方 法 CO 紹 至 チェ ッ ク ) を 宙 え 、 実 中 する こと で す 。 
馬 の 強度 に より 、 件 の 挽 に 効果 的 な の か 、 員 能 の 向上 に 効果 的 な の か に 分 か れ ま す 。 
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目 和 9 ① 体 肪 夫 者 ( ダ イエ ッ ト ) の た め の 軍 | 


| 軍 中 の 選 2 語 
分 間 )| 1 分間 | 16 画 | 左 表 は どれ くら い の 届 数 で 運動 すれ ば よい か の 正安 示し て 


1 | 05 | aa-113| ae-18 | いま す . 呈 が 也 打つ 隙 の 回 ャ ( 各 大 数) は 年 齢 に よっ て 
3G | sog | sq-iio | glm | お お よそ 決ま っ て いま す .。 表 の 最大 心拍 炒 で は 、40 す の 人 な ら 
30 | 190 |1a4ー105 | alー18 | 中 敢 は 1 分 加 に 180 百 が 上 藤 に な り ます 、 

20 | 1ao | フー 99| 80-17 | 体 蜂 肪 の 負 稀 が 目的 の 場合 、 左 表 か ら ご 自身 の 年 齢 に 所 し た 
9| 1Z0 ii- sa| 1g-Te | 信司 O 招 数 (最大 弾 数 の 55 一 85%) を 目安 に 、 運 生 中 こ 
0 je lio4- ga| 17-15m | の O 缶 和 を 維 拉 す る よう に し まし ょ う 。 


20| iso | se- mal ie-i< 


99@ 向上 の た め の 表 動 


p 宮 Hh の で 
| 人 )| ] 分 本 | 16 画 | 回 上 の た め の 軍 和 は 、 体 了 の 人 が 上 9 の 動 に 比べ 、 


1 | a05 | 174-133 | a92 | 目安 と な る 拍 序 は や や 畜 め に な り ま す 。 
3G | soo | 」70ー!3o | 38 | 心機 能 の 向上 が 目的 の 滞 、 左 表 か ら ど 自身 の 年 失 に 壮 し た 
30 | 1a0 | 168124 | 87-81 | ! 分 因 の 拍 骨 (最大 心 揚 角 の 65 一 859%) を 目安 に 、 運 動 下 
2G| 1gg | isa-117| ego | この ひ 和 交 を 条 持 する よう に し まし ょ う ・ 

9| 12o |ia5-il | aq-is 
sq| is |iseio4| = 
76| iso ise- sl si-is 
上 表 に ある 日記 の 挫 は 秋 を 昌 安 と し て 二 の 拉 到 を 角 還 し て いま す の で 、 個 人 の 体 カレ ベル に よっ て は 


表 の 必 哲 数 で 近 動 する と きつ く 感じ た り 、 非 江 に 案 だ と いう こと が あり ます 。 より 自身 の 日 的 に 半 た 運動 の 缶 
致 は 下記 の 計算 式 に ご 泊 信 の 年 上 安静 時 の 哲 麗 を 剤 る こと で 計算 し て いた だ け ま す 。 


220 一色 05592 」 安 和 提 = の 


ee 
Smo デュ タカ 陳 PR 
EMHR9C( 人 YTV 


馬 を 開 間 し て 体 理 の 失 夫 が 活 移 に な る まで 20 分 ほど か か り ま す 。 運 和 を 凍 始 し て 明 初 の 20 分 は 中 液 の 
中 を 清 れ て いる 皮 肪 が エネ ルギー と し て 利用 され ます 。 由 涼 中 の 語 肪 が 免 介さ れ 泊っ て くる と 、 箇 えら れ て 
いる 放 下 二 有 や 内 訪 分 角 し 、 エ ネル ギー と し て 利用 し は じ め ます 。 その た め 、 及 を 人 粒 さ せ 婦 果 的 
に 六軒 (ダイ エッ ト ) す る た め に は 、20 分 以上 の ゆっ くり と し た 運動 を け る こと が 大 切 で す 。 

と はい え 、 い き な り 20 分 以上 の 夢 助 を する の は と て も きつ く 長 じ て し まい ます 。 軍 動 を 多 均 し て 0 分 以内 で は 、 
ドロ ドロ の 貼 液 を きれ い に する こと が で きま す の で 、 任 座 持 を 目的 の 場合 は ら 0 分 以内 で も 効果 が あり ます 。 
ご 自身 の 体 カ に あわ せ て 、 少 し ずつ 運動 の 時 間 を 長く し て いで まし ょ う 。 また 、 日 常 の 体調 、 光 果 的 な 澤 和 
の た め に も 坦 到 の チェ ッ ク は 必ず お こ な う よ う に し まし ょ う 。 
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gumii- で テア 


革 手 


簡単 操作 早見 表 


コン セン ト に 電源 プラ グ を 差し 込み ます 


本 体 メイ ンス イッ チ を 入れ ます 


安全 キー を セッ ト し ます 


お 知ら せ モー ド と 音量 を 決め ます 
1 お 知ら せ モー ド ] を OFF に ずる 地 合 っ [お 知ら せ DN/OFF ポ タン ] を 探す と OFF に のり 替 わり ます 。 
二 ] 凍 全 する 場合 っ 音量 大 / 小 タン ] を 押す と 謀 時 (大 / 小 ) が 切替 わり ます 


[ブログ ラム 選 択 ボタ ン 】 で お 好み の プロ グラ ム を 選び ます 


ノー マル コー ス ] 【 記 肪 閥 旗 コ ー ス ] 【 体 力 増進 コー ス ] 
自由 に 如 度 を 主 節 沸 肪 を 葉 才 さ せ た い 方 に 心 和 能 の 向上 を 目指 す 方 に 
で きる コー ス で す 。 最 通 な コー ス で す 。 最 週 な コー ス で す 。 


時 間 設 定 ボ タン で お 好み の 時 間 に 設定 する こと が で きま す 
則 計 ポ タン! を 押す ご と に タイ マー が [「10 分 ]「20 分 ]「30 分 」 に 設定 で きま す 。 


スタート ノ ス ト ッ プ ボ タン ] を 押し て 運動 開始 


【 避 度 調節 ボ タン! で 任意 に 連 度 を 変更 で きま す 


スター ト / ス トッ プ | | [本 陸 間 ) が [0」 | | 安全 キー」 を 外す | | [ウー ル タ ウ ン ポタ ン ] を 
ボタ ン ] を 押す と 、 | | に な る と 、 自 重信 止 | | と 、 信 止 し ます 。 押す と 、1 分 問 で 借 々 に 運 度 を 
依 上 し ます 。 し ます 。 下げ な が ら 侵 止 し ます 。 


お 疲れ 様 で し た 。 停 上 後 、 本 体 メ イン スイ ッ チ を 切っ て 、 電 源 ブ ラグ を 抜い て くだ さい | 
ダフ ログラム を 可 更 され る 間 合 は [設定 プリ セッ ト ポ タ ン 】 を 長 提 し (3 秒 以上 ) し 、 拉 画面 に 大 し て くだ さい 


体力 増進 コー スイ メー ジ 
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この 放 は 、 相 製品 を お 買い 上 げ い た だ きま し て あり が と う ご ざ いま た. 品質 に は 万 全 を 項 し て お り ます が 、 
者 の 使用 に お いて 、 万 一 攻 が 発生 し まし た と き は 保 准 に より 舞 理 を いた し ます 


保証 規約 


1 遂 党 の 使用 に より 、 万 一 材質 上 また は 午 拓 上 の 欠 了 が 生じ た 電 合 、 お 買い 上 げ 店 も し く は 昧 社 の 
サー ビス 概 関 に お 申し 出 く だ さい - 無 償 で 新品 と 交換 また は 悠理 を させ て いた だ きま す 。 た だ し 、 
以下 の 理由 また は これ に 準ずる 由 に より 生じ た 族 隆 な ど に つい て は 本 保 計 は 通用 され ませ ん 。 


で 中 0 基 上 の 不 1 生き 外 で 人 われ に 生 な ど に よる 
天 、 光夫 な ど に よる 本人 目的 外 の 人 用 

で が iKD な ど 相 四 で 生じ た 和 人 学校 ス ポー ツジ ム 、 病 且 な どの 本 和 に よる 人 用 
すい 上 げ 和 な ど に よる 可 、、 和 下 な ど 日本 外 で の ご 和 の 

PE 1 の 洒 人 の な い 和合 


2. 保 計 の 対象 と な る の は 本 体 の み で 、 使 必 に 全う 消 耕 部品 は 人手 対象 と は な り ませ ん 。 

8. 條 理 局 に つい て は 運用 は 原則 と し て お 客 様 に て で 負担 腐 いま す 。 

4 人 償 人 証 基 問 は で 境 入 日 か ら 1 年 で す 。 

5. 保証 の 作用 され な い 褒 絢 及び 人 期間 (1 年間) が 切れ た 後 の 閣 隔 に つき まし て は 、 有 作 で 修理 
いた し ます 。 

6. 本 保証 は 再発 行い た し ませ ん の で 、 大 切 に 條 中 し て お いて くだ さい 。 

7 本 人 表 は お 買い 上 げ 生 月 昌 、 到 直 名 、 販 売店 国 が 記入 され て いな いと 無効 で す 
介し 、 本 保 員 は 製品 と 一 緒 に 交 名 され て お りす の で 、 販 売店 還 が も ら え な い 事 が あり ます 。 


その 際 は 滅 付 し て 、 販 売店 描 の 代わ り と し て 下さ い 。 
お な まえ 
で 財 入 店 名 人 
お と ころ 
| に mmm Eig ( うー 


EHPEETPCTSTNTTTIOCTTYTYEIETRTETSTPTPEYTTEPPSZEYPTTT 


アル イン コ 株 式 会 社 フィ ッ ト ネス 事業 部 大岩 三島 江 1-1-1 


この 保証 百 は 、 本 に 明示 し た 吉 系 件 の も と に お いて 無 代 修 理 を お 約束 する 
も の で す - し た が っ て この 年 古書 に よっ て 保 講 を 発行 し て いる 者 (保革 ) 、 
及び それ 以外 の 事業 者 に 対す る お 客 欄 の 法律 上 の 権利 を 制限 する も の で は あり | 
ませ ん の で 、 乏 修理 な ど に つい て ど 不 明 の 電 合 は 、 お 賀 上 の 売店 
また は カス タマ ー サ ービス 課 ま で お 隊 合せ くだ さい 。 

な お 、 こ の 提 品 の 修作 人 呈 の 俣 有 基 回 は 、 上 和 打ち 切り 和 、 約 年 で す 。 
詳し く は 、 カ スタ マー サー ビス 衣 ま で お 隊 合 せく だ さい 。 


聖 婦 し イ つ つ 株 式 会 社 フリ ー ダ イヤ ル 【 傘 @】 0120 一 304515 
VIO9O-PMAO9 人 CPMI200-1OORO= KHRO 
フィ ッ ト ネス 事業 部 カス タマ ー サ ービス 課 上 中野 HFAX078 一 878ー6410 
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